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道
徳
用
語
の
外
延
の
暖
昧
さ
は
実
在
論
の
擁
護
に
役
立
つ
か

ー
ー
ボ
イ
ド
道
徳
実
在
論
批
判
｜
｜

道
徳
実
在
論
へ
の
主
な
批
判
に
相
対
性
か
ら
の
議
論
（

R
担
5
3

同

町
『O
B
E

包
〈
一
号
）
が
あ
る
。
自
然
主
義
道
徳
実
在
論
を
代
表
す
る
研
究
者

の
一
人
リ
チ
ャ

l

ド
・
ポ
イ
ド
（

E
n
g
a
g
E

）
は
論
文
「
道
徳
実
在

論
者
に
な
る
方
法
（
国
0
4ご
。
宮

ω

玄
o
E

同
E
E

）
」
の
中
で
、
「
普
」
や

「
正
」
と
い
っ
た
道
徳
用
語
の
外
延
が
暖
昧
で
あ
る
可
能
性
に
訴
え
て
、

相
対
性
か
ら
の
議
論
へ
の
反
論
を
展
開
し
た
。
本
稿
で
は
、
ポ
イ
ド
の
反

論
の
精
査
を
通
し
て
実
在
論
の
妥
当
性
を
再
検
討
す
る
。

道
徳
実
在
論
一
般
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
道
徳
的
な
普
悪
や
正
不
正
と

い
っ
た
価
値
は
、
人
の
行
為
や
性
格
ま
た
制
度
が
有
す
る
性
質
と
し
て
存

在
す
る
。
そ
こ
で
た
と
え
ば
「
誰
か
れ
の
行
為
は
正
し
い
」
と
い
っ
た

我
々
の
道
徳
判
断
は
、
少
な
く
と
も
誠
実
に
い
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
当

の
行
為
が
正
し
い
こ
と
と
い
う
性
質
を
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
す
る

我
々
の
信
念
の
表
明
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
こ
の
判
断
が
真
で
あ
る
の

有

馬

斉

は
当
の
行
為
が
正
し
い
（
正
し
い
こ
と
と
い
う
性
質
を
有
し
て
い
る
）
と
い

う
こ
と
が
事
実
で
あ
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
実
在
論
の
こ
う
し
た
主
張
は

認
知
主
義
（
g
宮
E
〈
百
回
）
と
呼
ば
れ
る
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
性
質
の
存
在
は
、
当
の
行
為
や
性
格
等
に
関
し
て

人
々
が
有
す
る
信
念
や
態
度
ま
た
社
会
慣
習
に
先
行
す
る
。
た
と
え
ば
、

あ
る
行
為
が
正
し
い
こ
と
と
い
う
性
質
を
備
え
て
い
る
と
い
え
る
と
し
よ

う
。
実
在
論
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
単
に
当
の
行
為

が
特
定
の
個
人
や
社
会
集
団
に
よ
っ
て
正
し
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
か
、

合
理
的
な
人
間
で
あ
れ
ば
誰
し
も
こ
れ
を
正
し
い
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
行
為
や
制
度
が

正
し
い
ま
た
不
正
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
客
観
的
事
実
で
あ
る
。
こ
れ

(2
) 

を
客
観
主
義
（
o
Z
R号
Z
ヨ
）
と
い
う
。

中
で
も
自
然
主
義
道
徳
実
在
論
に
よ
れ
ば
、
道
徳
的
性
質
は
、
自
然
科



道徳用語の外延の暖昧さは実在論の姥，i壁に役立つか

学
や
社
会
科
学
ま
た
心
理
学
と
い
っ
た
経
験
科
学
が
研
究
対
象
と
す
る
類

の
性
質
と
同
様
の
仕
方
で
世
界
に
存
在
す
る
。
別
言
す
れ
ば
、
道
徳
的
性

質
は
そ
れ
自
体
、
自
然
な
性
質

S
E
c
s
－
U
『
8
2
5

）
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
道
徳
的
性
質
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
経
験
科
学
が
用
い
る
の
と
同

様
の
方
法
に
よ
っ
て
調
査
、
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

相
対
性
か
ら
の
議
論
は
J

・
L

－
マ
ッ
キ
l

（
冨R
E
O
）
が
定
式
化
し

た
の
ち
反
論
に
あ
っ
た
が
、
後
続
の
反
実
在
論
者
に
よ
り
さ
ら
に
洗
練
さ

れ
て
き
た
。
実
在
論
者
に
と
っ
て
こ
の
批
判
に
応
え
る
こ
と
は
今
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
マ
ッ
キ
l

の
論
述
に
即
し

て
簡
潔
に
紹
介
す
る
。
道
徳
で
は
、
時
代
や
社
会
が
ち
が
え
ば
、
否
、
同

じ
集
団
の
内
で
さ
え
、
人
々
の
判
断
は
し
ば
し
ば
対
立
す
る
。
こ
れ
は
、

科
学
で
は
真
実
の
内
容
や
そ
の
解
明
に
有
効
な
方
法
に
つ
い
て
幅
広
く
合

意
が
成
立
す
る
様
子
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
人
々
の
道
徳
判
断
は
、

客
観
的
事
実
に
関
す
る
認
識
よ
り
む
し
ろ
、
慣
習
や
個
人
の
道
徳
観
を
反

映
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
さ
て
し
か
し
実
在
論

に
よ
れ
ば
、
人
の
道
徳
判
断
の
一
部
は
客
観
的
事
実
の
認
識
を
反
映
す
る
口

（
こ
れ
は
認
知
主
義
と
客
観
主
義
が
直
ち
に
合
意
す
る
。
）
し
た
が
っ
て
、
実

在
論
は
誤
り
と
み
な
す
方
が
妥
当
と
結
論
さ
れ
る
。

ポ
イ
ド
は
論
文
冒
頭
に
実
在
論
批
判
を
七
つ
列
挙
す
る
が
、
内
二
つ

（
第
一
一
一
と
四
）
が
マ
ッ
キ
l

の
問
い
を
復
唱
す
る
。
す
な
わ
ち
、
道
徳
が

事
実
問
題
だ
と
す
る
と
「
道
徳
の
進
歩
の
無
さ
と
、
道
徳
的
信
念
の
文
化

的
多
様
性
は
ど
う
説
明
で
き
る
か
」
（
N
U
）
。
ま
た
、
道
徳
に
恒
久
的
に

解
決
不
能
と
思
わ
れ
る
難
問
が
あ
る
こ
と
は
、
道
徳
的
事
実
が
「
認
識
で
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き
な
い
（

5
R
B
E
E

－
。
こ
も
し
く
は
「
事
実
が
な
い
（
吾0
5
ω
2

ロ
2

p
n
z
o
ご
吉
ヨ
ω
門
店
『
）
」
こ
と
を
示
唆
し
な
い
か
（
N
h）
。

ポ
イ
ド
に
は
答
え
が
二
つ
あ
る
（
主
・
怠
）
。
第
一
は
、
道
徳
的
事
実
に

関
す
る
我
々
の
認
識
に
文
化
や
社
会
が
影
響
す
る
可
能
性
に
訴
え
る
。
こ

れ
は
相
対
性
か
ら
の
議
論
に
抗
す
る
実
在
論
者
の
多
く
が
用
い
て
き
た
い

わ
ば
標
準
的
な
反
論
の
一
種
で
あ
る
。
標
準
的
反
論
は
一
般
に
、
人
が
道

徳
的
事
実
に
つ
い
て
正
し
く
知
る
こ
と
を
妨
げ
る
様
々
な
認
識
上
の
不
備

（8
唱
を
〈
命
与
。
『
円
n
o
g
－
ロ
窃
）
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
次
節
で
は
ま
ず
、
こ

の
反
論
が
十
分
で
な
い
と
す
る
見
方
に
あ
る
て
い
ど
説
得
力
の
あ
る
こ
と

を
述
べ
る
。

本
稿
の
主
目
的
は
道
徳
用
語
の
外
延
の
暖
昧
さ
に
訴
え
る
ポ
イ
ド
第
二

の
反
論
を
批
判
す
る
こ
と
に
あ
る
。
第
二
節
で
反
論
を
紹
介
し
、
第
三
｜

五
節
で
吟
味
す
る
。
ポ
イ
ド
の
論
文
は
多
く
の
論
集
に
収
録
さ
れ
る
メ
タ

倫
理
学
の
基
本
文
献
だ
が
、
こ
の
反
論
に
つ
い
て
は
従
来
よ
く
検
討
さ
れ

て
き
た
と
い
い
が
た
い
。
以
下
で
反
論
の
欠
陥
を
明
ら
か
に
し
、
道
徳
実

在
論
の
誤
り
が
支
持
さ
れ
る
理
由
を
一
つ
提
示
す
る
。

認
識
上
の
不
備

人
々
の
道
徳
判
断
が
と
き
に
一
致
し
な
い
の
は
、
事
実
と
し
て
正
し
い

解
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
種
々
の
不
備
に
よ
り
誰
か
が
事
実
を
誤
っ
て

認
識
す
る
た
め
と
考
え
う
る
。
た
と
え
ば
死
刑
制
度
の
是
非
を
考
察
す
る

際
、
制
度
の
犯
罪
抑
止
効
果
や
死
刑
囚
の
心
理
状
態
の
過
酷
さ
が
正
確
に
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理
解
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
妥
当
な
判
断
を
妨
げ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
非

道
徳
的
事
実

S
S
l
B
o
g－
E
n
g
・
道
徳
用
語
に
よ
ら
ず
表
現
で
き
る
事
実
）

に
関
す
る
誤
解
や
無
理
解
は
、
道
徳
判
断
を
誤
ら
せ
る
認
識
上
の
不
備
と

み
な
し
う
る
。
ま
た
道
徳
問
題
は
解
決
の
仕
様
に
よ
っ
て
論
者
の
利
益
に

影
響
す
る
た
め
、
利
害
を
度
外
視
で
き
な
い
こ
と
も
判
断
を
曇
ら
せ
う
る
。

そ
の
他
、
注
意
力
不
足
、
文
化
的
偏
見
、
想
像
力
の
欠
知
、
推
論
の
誤
り
、

倫
理
学
研
究
に
充
て
ら
れ
る
時
間
と
労
力
の
不
足
等
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
特
に
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
倫
理
学
を
専
攻
す
る
研
究
者
の
僅

少
や
宗
教
的
権
威
に
よ
る
検
閲
と
制
裁
等
、
社
会
・
歴
史
的
背
景
も
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
判
断
の
不
一
致
は
道
徳
的
事
実
の
存
在
を
疑
う
理

由
を
与
え
な
い
。
相
対
性
か
ら
の
議
論
に
抗
し
て
ポ
イ
ド
（
怠
）
を
含
む

実
在
論
者
は
総
じ
て
こ
う
反
論
し
て
き
た
。

こ
の
反
論
に
つ
い
て
は
し
か
し
、
す
で
に
反
実
在
論
者
か
ら
強
力
な
再

批
判
が
あ
る
。
ギ
ル
パ
l

ト
・
ハ
l

マ
ン
（
Q
5
0
2
E
R
B
S

）
は
、
認

識
上
の
不
備
を
排
し
て
も
解
消
し
そ
う
に
な
い
道
徳
判
断
の
対
立
を
具
体

的
に
列
挙
す
る
。
た
と
え
ば
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
有
名
な
美
術
館
か
人

の
混
み
合
う
街
路
か
、
ど
ち
ら
か
が
爆
破
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど

ち
ら
の
破
壊
を
許
す
べ
き
か
。
ハ
l

マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
う
し
た
人
々
の
判

断
は
対
立
し
、
「
十
分
に
議
論
を
交
え
情
報
を
共
有
し
て
も
解
消
し
な
い

（ω
ロ
ミ
守
o
E
＝
仏
釘E
g

一8
8
ι
p

＝
宮
町O
円
ヨ
邑
o
ロ
）
」
。
そ
れ
が
純
粋
に
美
術

品
と
人
命
の
ど
ち
ら
に
よ
り
大
き
な
価
値
が
あ
る
か
を
め
ぐ
る
対
立
だ
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
全
て
の
道
徳
的
意
見
の
対
立
が
環
境
や
非

道
徳
的
事
実
に
関
す
る
信
念
の
違
い
で
説
明
で
き
る
と
は
考
え
に
く
い
。

公募論文

多
く
の
対
立
は
む
し
ろ
道
徳
観
の
基
本
的
な
異
な
り
（

σ
g
w
急
町
内
『g
s

(6
) 

E
ヨ
O
円
包
0
5
－g
w
）
に
よ
る
よ
う
に
み
え
る
」
。

あ
く
ま
で
具
体
例
に
拠
っ
た
ハ
l

マ
ン
の
論
の
要
点
は
次
の
よ
う
に
一

般
化
で
き
る
だ
ろ
う
。
道
徳
の
難
問
を
呈
す
る
状
況
で
は
、
い
ず
れ
も
肯

定
的
に
評
価
さ
れ
る
非
道
徳
的
性
質
（
又
は
事
実
）
O
と

P

を
同
時
に
実

現
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
X

を
実
現
す
る
と
否

(7
) 

定
的
に
評
価
さ
れ
る
Y

も
実
現
す
る
。
実
在
論
者
の
い
う
通
り
、
認
識
上

の
不
備
を
排
せ
ば
O
と

P

あ
る
い
は

X

の
実
現
と
Y

の
非
実
現
の
格
付
に

関
す
る
人
々
の
判
断
の
不
一
致
は
解
消
す
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
仮

に
死
刑
制
度
の
犯
罪
抑
止
効
果
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、
誰
も
制
度
の
存
置
を

支
持
し
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
全
て
の
難
問
が
同
様
に
解
決

で
き
る
と
は
考
え
に
く
い
。
問
題
に
よ
っ
て
、
肯
定
的
ま
た
否
定
的
に
評

価
さ
れ
て
い
る
性
質
が
特
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
人
々
が
正
確
か

っ
十
分
な
理
解
を
共
有
し
て
も
な
お
格
付
の
一
致
し
な
い
こ
と
は
十
分
に

想
像
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
事
実
と
し
て
正
し
い
解
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
何
ら
か
の
不
備
の
た
め
に
誰
か
が
こ
れ
を
誤
っ
て
認
識
し
て
い
る
と

は
考
え
に
く
い
。

道
徳
の
難
問
は
と
き
に
認
識
上
の
不
備
を
排
し
て
も
解
決
し
な
い
と
す

る
ハ
I

マ
ン
の
主
張
は
、
厳
密
に
論
証
さ
れ
た
結
論
と
は
い
い
が
た
い
。

ハ
l

マ
ン
は
た
だ
解
決
し
そ
う
に
な
い
難
問
を
幾
っ
か
例
示
し
た
だ
け
で

あ
る
。
実
在
論
者
は
こ
れ
ら
の
例
で
も
研
究
が
進
め
ば
今
ま
で
気
づ
か
れ

ず
に
き
た
認
識
上
の
不
備
が
新
た
に
露
呈
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
反
実
在
論
者
が
自
説
の
擁
護
に
あ
る
て
い
ど
説
得
力



あ
る
事
例
を
挙
げ
た
以
上
、
現
時
点
の
論
証
責
任
は
実
在
論
者
に
あ
る
だ

ろ
、
っ
。

道
徳
用
語
の
外
延
の
峻
味
さ

道徳用語の外延の醍昧さは実在論の擁護に役立つか

そ
こ
で
以
下
で
は
、
道
徳
用
語
の
外
延
の
暖
昧
さ
に
訴
え
る
ボ
イ
ド
第

二
の
反
論
を
検
討
す
る
。
ポ
イ
ド
は
こ
れ
を
標
準
的
反
論
と
は
独
立
の
反

論
と
位
置
づ
け
る
（
怠
）
。
こ
れ
が
正
し
い
な
ら
、
仮
に
標
準
的
反
論
が

失
敗
し
て
も
相
対
性
か
ら
の
議
論
は
反
駁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ポ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
自
然
主
義
道
徳
実
在
論
を
構
想
し
弁
護
す
る
に
は
、

科
学
哲
学
で
実
在
論
擁
護
に
用
い
ら
れ
る
認
識
論
上
ま
た
言
語
哲
学
上
の

議
論
が
有
効
に
援
用
で
き
る
（
ご
）
。
そ
こ
で
ポ
イ
ド
は
ま
ず
、
道
徳
と

科
学
の
問
に
認
識
論
や
指
示
論
に
関
し
て
類
比
的
な
関
係
が
成
立
す
る
こ

と
を
示
す
た
め
、
独
自
の
帰
結
主
義
的
な
規
範
理
論
に
託
し
て
道
徳
的
性

質
の
内
容
の
実
質
的
記
述
を
試
み
る
。
帰
結
主
義
以
外
の
規
範
理
論
が
正

し
い
と
仮
定
し
て
も
同
様
の
論
は
組
み
立
て
う
る
と
断
つ
で
あ
る
も
の
の

（
品
－
N
）
、
相
対
性
か
ら
の
議
論
を
含
む
様
々
な
道
徳
実
在
論
批
判
に
対
す

る
反
論
は
全
て
こ
の
規
範
理
論
を
前
提
に
展
開
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
の
目
的
の
た
め
に
は
先
ず
こ
の
規
範
理
論
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。ポ

イ
ド
の
規
範
理
論
の
核
に
あ
る
の
は
、
人
間
的
普
（
z
s
g
m
g
含
）

が
恒
常
性
を
有
す
る
性
質
の
房
（
F
。
B
o
g
g
z
n
胃
8
2
q

己
5
5

円
）
を
構

成
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
人
間
的
普
と
は
何
か
。
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人
間
に
は
「
愛
や
友
情
へ
の
要
求
、
協
働
す
る
こ
と
へ
の
要
求
、
自
ら
の

生
を
管
理
す
る
こ
と
へ
の
要
求
、
知
的
ま
た
芸
術
的
な
鑑
賞
や
表
現
へ
の

要
求
」
等
、
社
会
的
・
心
理
学
的
・
医
学
的
に
重
要
な
要
求
が
あ
る
。
ポ

イ
ド
は
こ
れ
を
人
間
的
要
求
と
呼
び
、
人
間
的
普
は
こ
う
し
た
「
重
要
な

人
間
的
要
求
を
充
た
す
も
の
（
を
ロ
明
者E♀
g

宕
守
百
℃
R
E
E
E
B
B

D
2

含
）
」
と
定
義
さ
れ
る
（
品
い
）
。

次
に
、
恒
常
性
を
有
す
る
性
質
の
一
房
と
は
何
か
。
ポ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、

一
群
の
性
質
F

の
共
在
（
8
・2
2
2
2
2

）
が
F

の
有
す
る
恒
常
性
の
結

果
で
あ
る
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
が
真
の
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
（
適
当
な
状
況
下
で
は
）F
に
含
ま
れ
る
性
質
が
幾
っ
か
存
在
す
る
と
残

り
の
性
質
も
ま
た
そ
こ
に
存
在
す
る
傾
向
が
あ
る

Z
Z
胃
2
2
3
0

同

ω。
ョ
0
0
『
5
0
U円
。
。0
2
5
ω宮
司
宮
口
門
放
（E
d
a
R
ω
E
U

『
O
U江
巳
0
8
3
E
Z
O
D
ω
）
g

E
5
2
Z
2
v『2
8
8

。
『
円V
0
2
Z
Z
）
か
、
F

に
含
ま
れ
る
諸
性
質
が
そ
こ

に
存
在
す
る
の
を
支
持
す
る
傾
向
に
あ
る
機
構
や
過
程
が
あ
る
か
、
ま
た

は
そ
の
両
方
が
成
り
立
つ
」
（
ω
出
）
。
諸
々
の
人
間
的
善
は
そ
れ
自
体
の

性
質
上
「
互
い
に
支
え
合
う
（
B
E
S
ξ
g
召
0
2
5ぬ
こ
と
考
え
う
る
こ

と
に
加
え
、
人
々
の
互
い
を
配
慮
し
合
う
態
度
や
教
育
な
ど
心
理
学
的
ま

た
社
会
的
な
機
構
も
恒
常
性
に
貢
献
す
る
と
さ
れ
る

2
・ω
）
。
ボ
イ
ド
の

論
述
に
具
体
例
を
補
え
ば
、
病
人
に
「
苦
痛
の
緩
和
」
が
実
現
す
る
と

「
気
持
の
安
定
」
や
「
社
交
の
回
復
」
な
ど
他
の
人
間
的
善
も
同
時
に
実

現
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ポ
イ
ド
は
科
学
で
も
、
「
健
康
」
や
生
物
種
を
指
す
語
（
「
虎
」
、
「
犬
」
）

な
ど
、
定
義
に
性
質
の
房
を
含
む
と
み
な
せ
る
用
語
が
あ
る
と
い
う
（
ω
・
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∞
）
。
や
は
り
具
体
例
を
補
え
ば
、
人
の
集
団
が
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
と

は
、
「
出
生
時
の
平
均
体
重
が
較
す
ぎ
な
い
こ
と
」
、
「
嬰
児
期
の
死
亡
率

が
低
い
こ
と
」
、
「
平
均
寿
命
が
長
い
こ
と
」
等
の
性
質
の
纏
ま
り
で
あ
る

と
考
え
る
の
は
一
見
し
て
妥
当
だ
ろ
う
。

最
後
に
ポ
イ
ド
に
よ
れ
ば
「
道
徳
的
善
は
、
こ
の
諸
蕃
の
房
と
そ
れ
ら

を
組
め
る
恒
常
性
の
機
構
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
（
冨0
5
－
m
g
E
g
E
ω

母
国
ロ
包
S
H
F－ω
己
5
5

円
0
2
8色
Z
E

［
：
：
：
］
）
。
行
為
や
政
策
や
性
格
等

は
、
こ
れ
ら
諸
普
の
実
現
を
促
す
か
そ
の
纏
ま
り
が
依
存
す
る
恒
常
性
の

機
構
を
発
展
さ
せ
維
持
す
る
（
号
〈
巴o
u
ω
E
g
m
g
E）
傾
向
に
あ
る
ほ
ど
、

道
徳
的
に
善
い
」
。
ポ
イ
ド
は
こ
の
非
功
利
主
義
的
帰
結
主
義
の
理
論
を

と
く
に
「
恒
常
性
の
帰
結
主
義
（

g
g
o
g
g
z
n
8
5
2
5
5
g
z
g）
」
と

呼
ぶ
（
品
・ω）
。

ポ
イ
ド
の
こ
こ
の
語
法
は
や
や
変
則
的
で
あ
る
。
通
常
、
規
範
理
論
と

し
て
の
帰
結
主
義
は
ま
ず
内
在
的
普
を
定
義
し
た
上
で
そ
の
実
現
を
促
す

行
為
や
政
策
を
道
徳
的
正
と
み
な
す
。
ポ
イ
ド
の
価
値
論
を
批
判
し
た
マ

イ
ケ
ル
・
ル
ピ
ン
（

E
S

笠
宮

E
D
）
も
指
摘
す
る
通
り
、
こ
こ
で
要
約

し
た
理
論
に
も
明
ら
か
に
普
に
関
し
て
房
概
念
を
用
い
て
構
想
す
る
部
分

（
価
値
論
）
と
、
道
徳
的
義
務
に
関
し
て
帰
結
主
義
的
に
説
明
す
る
部
分

と
が
あ
幻
。
し
か
し
ポ
イ
ド
は
房
を
実
現
す
る
行
為
を
「
道
徳
的
正
」
と

呼
ば
ず
、
房
の
実
現
を
促
す
傾
向
に
あ
る
性
格
と
一
纏
め
に
「
道
徳
的

普
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
房
は
と
く
に
「
普
」
と
も
「
正
」
と
も
表
現
し
な

い
。
こ
れ
で
は
帰
結
主
義
の
枠
内
で
の
価
値
論
と
規
範
的
主
張
と
の
関
係

が
や
や
不
明
瞭
に
な
る
上
、
価
値
論
部
分
だ
け
言
及
す
る
際
の
不
使
が
あ

公募論文

る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
性
質
と
し
て
の
房
あ
る
い
は
何
か
が
房
を
有
し
た

状
態
（
ω
g
z

え
良
包
乏
を
「
内
在
的
善
」
と
呼
ん
だ
ル
ピ
ン
の
ポ
イ
ド

解
釈
に
従
う
。
ま
た
房
の
実
現
を
促
す
こ
と
は
あ
え
て
「
正
」
と
呼
ぴ

「
普
」
か
ら
区
別
し
た
。

さ
て
、
メ
タ
倫
理
学
上
の
ボ
イ
ド
の
主
な
結
論
は
全
て
、
以
上
の
価
値

論
と
規
範
理
論
を
踏
ま
え
て
導
出
さ
れ
る
。
以
下
、
本
稿
の
目
的
と
直
接

に
係
る
も
の
だ
け
概
説
す
る
。
第
一
は
、
道
徳
の
自
然
主
義
で
あ
る
。
前

段
落
ま
で
の
説
明
に
従
え
ば
、
道
徳
的
性
質
は
、
心
理
学
や
社
会
科
学
等

の
経
験
科
学
が
対
象
と
す
る
他
の
諸
性
質
と
類
似
的
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

通
常
の
意
味
で
の
「
観
察
」
が
可
能
で
あ
る
（
主
）
。

第
二
に
、
道
徳
の
認
識
は
社
会
や
文
化
に
影
響
さ
れ
る
と
す
る
本
稿
第

一
節
に
見
た
論
点
も
ま
た
今
述
べ
た
価
値
論
や
規
範
理
論
か
ら
い
え
る
こ

と
と
さ
れ
る
。
科
学
史
の
示
す
通
り
、
観
察
や
解
釈
や
推
論
等
の
科
学
の

方
法
は
先
行
す
る
科
学
理
論
や
既
存
の
技
術
や
社
会
の
影
響
を
受
け
る
。

倫
理
学
研
究
も
同
様
の
方
法
に
拠
る
と
す
れ
ば
、
異
な
る
文
化
的
伝
統
に

立
つ
人
々
の
道
徳
判
断
が
と
き
に
一
致
し
な
い
こ
と
は
驚
く
に
値
し
な
い

E
h
）
。
な
お
科
学
の
場
合
、
こ
う
し
た
方
法
の
理
論
依
存
性
は
と
き
に

構
築
主
義
等
の
反
実
在
論
を
支
持
す
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
ポ

イ
ド
は

ω
認
識
論
上
の
基
礎
付
け
主
義
を
否
定
し
凶
既
存
の
理
論
が
す

で
に
真
実
に
近
い
こ
と
さ
え
示
せ
れ
ば
、
科
学
で
も
道
徳
で
も
実
在
論
を

擁
護
で
き
る
と
い
う
（
ω
・N
・
品
・
N
・
主
）
。
こ
れ
は
重
要
な
議
論
だ
が
紙
幅
の

都
合
で
本
稿
は
検
討
で
き
な
い
。

他
方
ボ
イ
ド
に
よ
れ
ば
道
徳
に
難
問
の
存
在
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
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認
識
上
の
不
備
に
訴
え
な
く
て
も
、
真
と
も
偽
と
も
い
え
な
い
道
徳
的
言

明
の
存
在
に
訴
え
る
戦
略
が
別
に
あ
る
（
怠
）
。
す
な
わ
ち
上
の
価
値
論

が
正
し
い
と
す
る
と
、
第
三
に
、
道
徳
用
語
の
外
延
は
暖
昧
（
〈
ω
君
。
）

ま
た
は
非
決
定
的
（
一E
o
Z
E
d－S
Z

）
で
あ
る
。
ポ
イ
ド
に
よ
れ
ば
一
般

に
語
「
t

」
の
定
義
が
恒
常
性
を
有
す
る
性
質
の
一
房F
を
含
む
と
き
、

「
t

」
の
外
延
は
次
の
意
味
で
暖
昧
／
非
決
定
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「F
に
含
ま
れ
る
性
質
の
全
て
で
な
く
幾
っ
か
だ
け
一
不
す
た
め
、
そ
れ
が

t

に
分
類
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
合
理
的
な
考
察
に
基
づ
い
て
判
断
で
き

な
い
（
ロ
o
g

己
O
B

一
8
5
E
q
包
g
ω

庄
内E
Z

宅
Z
E
Y
O「
。
2
5

ご

z
a
旬
。

g

宮
内
一m
g
包

c
E
2

円
）
も
の
が
あ
る
」
（ω・
∞
）
。
ボ
イ
ド
に
よ
れ
ば
「
外
延

の
殴
昧
さ
の
事
例
の
多
く
は
た
と
え
関
連
す
る
全
て
の
事
実
と
全
て
の
正

し
い
理
論
が
与
え
ら
れ
て
も
消
失
し
な
い
2
2
5
8
一
〈
与
一
。
・
2
8

包
〈g

包
ご
Z
E
2
8

【
p
n
Z
ω豆
急
吾

2
2
2
Z
0
3
ω

）
」
（ω・
∞
）
。
人
の
道
徳
判

断
の
対
立
す
る
原
因
の
一
部
は
道
徳
用
語
の
外
延
が
こ
の
よ
う
に
暖
味
で

あ
る
こ
と
に
あ
る
（
主
・
怠
）
。
議
論
の
全
容
は
以
下
の
通
り
ま
と
め
う
る
。

［
イ
］
「
善
」
は
「
人
間
的
普
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
恒
常
性
を
有
す

る
房
」
と
定
義
で
き
る
。
ま
た
「
正
」
は
「
普
の
実
現
、
維

持
を
促
す
こ
と
」
と
定
義
で
き
る
（
会
）

し
た
が
っ
て
道
徳
用
語
の
外
延
は
暖
昧
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

あ
る
行
為
に
よ
っ
て
実
現
、
維
持
さ
れ
る
状
態
が
明
ら
か
に

十
分
と
い
え
る
だ
け
の
人
間
的
普
を
有
し
て
い
な
い
場
合
、

こ
の
行
為
を
「
正
し
い
」
と
み
な
す
こ
と
の
適
不
適
は
合
理

［
ロ
］

［
ハ
］
的
に
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
（
主
・
ム
昂
）

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
行
為
の
是
非
に
関
す
る
人
々
の
道

徳
判
断
は
一
致
し
な
い
（
主
・
怠
）

し
か
し
、
「
善
」
や
「
正
」
が
「
恒
常
性
を
有
す
る
性
質
の

一
房
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
［
イ
］
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る

こ
と
は
、
道
徳
実
在
論
の
主
張
と
矛
盾
し
な
い

2
・N
）

し
た
が
っ
て
、
人
の
道
徳
判
断
が
と
き
に
一
致
し
な
い
こ
と

は
実
在
論
と
矛
盾
し
な
い
（
2
・
怠
）

.－、

ー

一、－－＇
［
ホ
］

検
討
に
先
だ
ち
こ
の
議
論
の
射
程
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
道
徳
に

つ
い
て
ポ
イ
ド
は
自
然
主
義
の
中
で
も
よ
り
厳
密
に
は
非
還
元
主
義
を
支

持
す
る
（
ω

－m
・2
・
品
出
）
。
一
般
に
還
元
主
義
と
は
、
「
正
」
な
ど
の
道
徳
用

語
に
つ
い
て
、
文
脈
に
よ
ら
ず
常
に
こ
れ
と
同
一
の
対
象
を
指
示
す
る
自

（
叩
）

然
主
義
的
な
表
現
が
一
つ
あ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
正
し

い
こ
と
」
が
文
脈
に
よ
ら
ず
常
に
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
実
現
す
る

こ
と
」
を
指
示
す
る
と
考
え
る
功
利
主
義
者
は
還
元
主
義
者
で
あ
る
。
ポ

イ
ド
は
右
の
道
徳
理
論
が
還
元
主
義
と
相
容
れ
な
い
理
由
を
詳
ら
か
に
し

な
い
が
、
道
徳
用
語
の
外
延
が
暖
昧
だ
と
す
る
そ
の
主
張
に
し
た
が
え
ば
、

正
し
い
行
為
の
実
現
す
る
人
間
的
普
の
数
や
種
類
は
文
脈
に
応
じ
て
異
な

る
。
こ
う
し
た
事
態
の
多
様
さ
に
か
か
わ
ら
ず
「
正
」
の
語
と
常
に
閉
じ

対
象
を
指
示
す
る
単
一
の
自
然
主
義
的
表
現
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

以
上
が
正
し
け
れ
ば
、
特
殊
な
価
値
論
に
基
づ
く
ポ
イ
ド
第
二
の
反
論
が

擁
護
す
る
の
は
自
然
主
義
か
つ
非
還
元
主
義
の
実
在
論
に
限
定
さ
れ
る
。
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ボ
イ
ド
の
価
値
論
の
妥
当
性

公募論文

最
も
特
徴
的
な
前
提
は
［
イ
］
（
価
値
論
）
で
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
が

ま
ず
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
す
で
に
ル
ピ
ン
の
批
判
が
あ
る
。
ポ

イ
ド
の
価
値
論
は
、
孤
立
し
て
実
現
す
る
快
楽
や
選
好
充
足
を
普
と
み
な

せ
な
い
。
た
と
え
ば
山
奥
で
日
光
浴
す
る
隠
道
者
の
快
楽
は
、
他
の
人
間

的
普
と
集
合
を
形
成
し
そ
う
に
思
わ
れ
な
い
。
ポ
イ
ド
価
値
論
に
し
た
が

え
ば
、
隠
遁
者
が
こ
の
よ
う
に
快
楽
を
経
験
す
る
世
界
は
、
そ
れ
以
外
は

全
て
同
じ
だ
が
隠
遁
者
が
快
楽
を
経
験
し
な
い
世
界
と
比
べ
て
、
よ
り
普

い
世
界
と
み
な
せ
な
い
。
ル
ピ
ン
は
こ
の
結
論
が
明
ら
か
に
直
観
に
反
す

る
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
批
判
の
成
功
は
自
明
で
は
な
い
。
ボ
イ
ド
は
別
の
論
文
の

中
で
快
楽
や
選
好
充
足
が
単
独
で
普
を
構
成
す
る
と
み
な
す
考
え
を
明
日

に
否
定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
美
味
な
飴
玉
を
祇
め
る
快
楽
は
、
他
の
人

間
的
普
と
房
を
構
成
し
な
い
か
ぎ
り
「
人
間
の
生
の
豊
か
さ
に
と
っ
て
中

心
的
（
8
ロ
門
店
一g
E
B
S
F
E
z
z
z
m
）
」
と
い
え
な
い
か
ら
実
現
さ
せ
る

（
悶
）

義
務
は
な
い
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
価
値
論
の
擁
護
に
十
分
で
あ
る
た
め
に

は
、
快
楽
等
は
孤
発
す
る
か
ぎ
り
常
に
人
間
の
生
の
豊
か
さ
に
と
っ
て
中

心
的
で
な
い
と
い
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
こ
れ
が
そ
う
い
え
る

か
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
こ
れ
は
一
見
し
て
俄
か
に
信
じ
が
た
い

と
い
っ
た
主
張
で
は
な
い
。
事
実
ル
ピ
ン
の
挙
げ
た
快
楽
の
例
（
日
光

浴
）
は
取
る
に
足
り
な
い
印
象
が
強
い
。
批
判
が
そ
の
ま
ま
で
は
不
十
分

と
感
じ
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

四

道
徳
用
語
の
外
延
の
峻
昧
さ
と
価
値
の
実
在

そ
こ
で
以
下
で
は
価
値
論
の
真
偽
は
こ
れ
以
上
関
わ
ず
ポ
イ
ド
の
論
を

別
に
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
価
値
論
（
前
提
の
〔
イ
］
）
の
正
し
さ
を
仮

定
し
、
道
徳
用
語
は
外
延
が
ポ
イ
ド
の
い
う
よ
う
に
暖
味
ま
た
は
非
決
定

的
（
［
ロ
］
）
だ
か
ら
適
用
範
聞
に
つ
い
て
人
々
の
判
断
が
一
致
し
な
い

（
［
ハ
］
）
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
当
の
価
値
論
が
道
徳
実
在

論
と
整
合
的
だ
と
す
る
ポ
イ
ド
の
も
う
ひ
と
つ
の
主
張
（
［
ニ
］
）
と
矛
盾

す
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
こ
と
を
本
節
で
示
す
。
ま
た
次
節
で
は
価
値

論
が
正
し
い
（
［
イ
］
）
と
し
て
も
道
徳
用
語
の
外
延
が
暖
昧
に
な
る

（
［
ロ
］
）
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

論
理
学
の
標
準
的
説
明
で
は
一
般
に
語
が
暖
昧
で
あ
る
と
は
、
語
の
適

用
の
妥
当
性
を
そ
の
特
徴
に
基
づ
い
て
合
理
的
に
判
断
で
き
な
い
境
界
事

例
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
「
禿
」
や
「
細
い
」
等
の

語
の
場
合
、
連
続
的
尺
度
上
に
位
置
づ
け
う
る
特
徴
が
適
用
対
象
に
共
通

す
る
（
「
頭
髪
が
一
O
O
本
し
か
な
い
こ
と
」
、
「
九
九
本
し
か
な
い
こ
と
」
等
）
。

尺
度
上
の
任
意
の
点
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
点
の
と
ち
ら
か
一
方
だ
け
に
語

を
適
用
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
や
は
り
よ
く
論

じ
ら
れ
る
「
宗
教
」
や
「
ゲ
l

ム
」
等
の
諾
の
場
合
で
は
、
対
象
に
複
数

の
多
様
な
特
徴
が
大
ま
か
に
共
通
す
る
。
そ
こ
で
対
象
が
精
確
に
そ
の
内

い
く
つ
の
特
徴
を
備
え
て
い
れ
ば
語
の
適
用
が
妥
当
か
と
い
う
問
い
に
明
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確
な
答
え
が
な
い
と
さ
れ
る
。
後
者
の
例
は
、
道
徳
用
語
に
関
す
る
ポ
イ

ド
の
主
張
と
よ
く
一
致
す
る
。

ポ
イ
ド
の
規
範
理
論
で
は
「
道
徳
的
に
正
し
い
」
と
い
う
語
が
（
い
さ

さ
か
大
雑
把
に
い
え
ば
）
「
複
数
の
人
間
的
善
か
ら
成
る
房
を
実
現
す
る
こ

と
」
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
行
為
A
を
「
正
し
い
」
と
み
な
す
の
が

妥
当
で
あ
る
た
め
に
は
、

A

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
状
態
B

は
精
確
に
ど

れ
だ
け
の
人
間
的
普
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
ポ
イ

ド
は
こ
の
間
い
の
答
え
は
「
た
と
え
関
連
す
る
全
て
の
事
実
と
全
て
の
正

し
い
理
論
が
与
え
ら
れ
て
も
」
「
合
理
的
な
考
察
に
基
づ
い
て
判
断
で
き

な
い
」
と
い
う
（
ω
出
）
。
道
徳
用
語
の
外
延
は
暖
昧
だ
と
す
る
ポ
イ
ド
の

主
張
が
意
味
す
る
の
は
こ
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
ボ
イ
ド
は
用
語

の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
人
々
の
判
断
が
一
致
し
な
い
原
因
も
こ
こ
に
あ
る

と
い
う
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
ポ
イ
ド
の
こ
の
主
張
は
、
道
徳

判
断
の
不
一
致
の
原
因
が
種
々
の
認
識
上
の
不
備
に
あ
る
と
す
る
本
稿
第

一
節
に
見
た
主
張
と
独
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
こ
れ
ら
が
独
立

で
な
い
と
す
れ
ば
、
今
吟
味
し
て
い
る
ポ
イ
ド
の
論
の
全
体
と
第
一
節
に

検
討
し
た
標
準
的
反
論
と
が
区
別
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え

ば
出
生
前
診
断
で
胎
児
に
染
色
体
異
常
が
見
つ
か
る
と
す
る
。
人
工
中
絶

す
れ
ば
、
健
常
児
の
出
産
を
前
提
と
す
る
夫
婦
の
人
生
設
計
が
温
存
で
き

る
、
経
済
的
負
担
が
軽
減
す
る
、
等
が
い
え
る
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
こ

れ
ら
諸
々
の
人
間
的
善
の
実
現
は
中
絶
を
「
正
し
い
」
と
み
な
す
の
に
十

分
か
（
あ
る
い
は
む
し
ろ
妊
娠
の
継
続
こ
そ
胎
児
が
破
壊
さ
れ
な
い
、
夫
婦
が
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自
責
せ
ず
に
済
む
等
、
他
の
人
間
的
普
を
実
現
す
る
か
ら
「
正
し
い
」
の
か
）
。

ポ
イ
ド
に
よ
れ
ば
こ
の
間
い
に
対
す
る
人
々
の
答
え
が
一
致
し
な
い
の
は
、

問
い
が
合
理
的
に
は
答
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
各
人
間
的

善
の
内
容
が
研
究
さ
れ
、
理
解
が
一
致
し
、
そ
の
他
よ
く
検
討
す
る
こ
と

を
妨
げ
る
認
識
上
の
不
備
が
全
て
排
さ
れ
て
も
な
お
人
々
の
道
徳
判
断
は

対
立
し
う
る
。
ポ
イ
ド
は
こ
う
主
張
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
う
る
。
さ

て
し
か
し
、
従
来
こ
れ
は
む
し
ろ
反
実
在
論
者
の
主
張
だ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。こ

の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
端
的
に
い
え
ば
、
道
徳
用
語
が
暖
昧

だ
と
す
る
ポ
イ
ド
の
主
張
は
、
相
対
性
か
ら
の
議
論
に
抗
し
て
多
く
の
道

徳
実
在
論
者
が
用
い
る
標
準
的
反
論
と
区
別
し
た
と
き
、
道
徳
判
断
の
対

立
は
と
き
に
認
識
上
の
不
備
を
排
し
て
も
な
お
解
消
し
な
い
と
す
る
反
実

在
論
者
の
側
の
主
張
と
重
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ポ
イ
ド
は
反
論
す
る

よ
う
に
見
え
て
実
は
論
敵
か
ら
提
出
さ
れ
た
批
判
を
そ
の
ま
ま
く
り
か
え

し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
ま
ま
で
は
反
論
と

み
な
せ
な
い
。

同
じ
こ
と
は
次
の
よ
う
に
も
別
言
で
き
る
。
反
実
在
論
者
に
よ
れ
ば
、

認
識
上
の
不
備
を
排
し
て
も
な
お
人
々
の
道
徳
判
断
の
不
一
致
が
解
消
し

な
い
の
は
、
道
徳
判
断
が
客
観
的
事
実
で
は
な
く
た
だ
各
人
の
道
徳
観
を

反
映
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
と
す
る
と
、
道
徳
用
語
の
外
延

が
暖
昧
で
あ
る
こ
と
は
実
在
論
の
主
張
と
矛
盾
す
る
。
し
た
が
っ
て
前
提

の
ワ
ニ
は
否
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
ポ
イ
ド
第
二
の
反
論
は
今
の
ま
ま
で
は
不
成
功
で
あ
る
と
結
論
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で
き
る
。
あ
く
ま
で
用
語
の
暖
昧
さ
に
訴
え
る
な
ら
こ
こ
ま
で
の
論
に
加

え
て
、
認
識
上
の
不
備
を
排
し
て
も
な
お
人
々
の
道
徳
判
断
が
一
致
し
な

い
こ
と
は
実
在
論
の
主
張
と
整
合
的
で
な
い
と
す
る
見
方
を
覆
す
必
要
が

あ
る
。
本
節
の
残
り
で
は
、
こ
れ
が
で
き
る
と
結
論
す
る
議
論
を
ポ
イ
ド

の
論
述
か
ら
組
み
立
て
う
る
か
検
討
し
て
お
く
。

ポ
イ
ド
は
科
学
に
も
外
延
の
暖
味
な
用
語
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
科

学
用
語
の
指
示
対
象
の
客
観
的
実
在
は
一
般
に
疑
わ
れ
な
い
。
た
と
え
ば

ボ
イ
ド
に
よ
る
と
進
化
論
が
正
し
け
れ
ば
必
然
的
に
個
別
の
生
物
種
を
指

示
す
る
語
の
外
延
は
非
決
定
的
に
な
る
。
こ
れ
は
と
く
に
有
性
生
殖
す
る

種
で
種
を
定
義
す
る
性
質
が
「
集
団
聞
の
遺
伝
物
質
の
交
換
」
に
影
響
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
種
の
分
化
（
告
R
E
巴
g

）
［H
ど
こ
で
随
が

分
化
し
た
と
す
る
か
］
は
親
に
当
た
る
種
（
円
｝
】OU
R
S
Z
U
2

一g

）
と
出
現

し
つ
つ
あ
る
種
の
聞
に
位
置
す
る
集
団
の
存
在
に
依
存
す
る
」
（

ω
・
∞
）
。

ボ
イ
ド
の
指
摘
を
侠
つ
ま
で
も
な
く
「
禿
」
や
「
ゲ
l

ム
」
な
ど
暖
昧
な

語
は
日
常
会
話
に
も
あ
り
ふ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
で
外
延
の
暖
昧
さ

が
指
示
対
象
の
実
在
と
矛
盾
し
な
い
な
ら
道
徳
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る

は
ず
だ
。
こ
う
論
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
議
論
は
有
効
か
。
第
一
に
、
科
学
用
語
や
日
常
語
に
つ
い
て
も
外

延
の
暖
昧
さ
を
根
拠
に
指
示
対
象
の
実
在
を
否
定
す
る
議
論
が
存
在
す
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
議
論
が
示
唆
す
る
の
は
道
徳
実
在
論
の
真
で
は
な
く

む
し
ろ
科
学
と
道
徳
の
両
方
の
実
在
論
の
誤
り
で
あ
る
。
科
学
用
語
や
日

常
語
の
外
延
が
暖
昧
で
あ
り
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
道
徳
実
在
論
に
有
利

な
こ
と
と
い
え
な
い
。
そ
れ
を
確
認
し
た
上
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、

公募論文

科
学
用
語
等
に
つ
い
て
外
延
の
暖
昧
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
指
示
対
象
の
実

在
を
支
持
す
る
人
々
の
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
か
で
あ
り
、
ま
た
と
く
に
そ

の
根
拠
を
道
徳
の
領
域
に
転
用
す
る
こ
と
で
道
徳
実
在
論
に
少
な
く
と
も

科
学
実
在
論
と
同
程
度
の
信
題
性
を
与
え
う
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

し
か
し
第
二
に
、
結
論
か
ら
い
え
ば
こ
れ
も
望
み
薄
で
あ
る
。
一
般
に

外
延
の
暖
昧
な
語
「
T

」
を
対
象
x

に
適
用
し
た
文
章
「

x

は
T
で
あ

る
」
は
真
と
偽
の
二
価
で
合
理
的
に
評
価
で
き
な
い
。
そ
こ
で
多
く
の
論

理
学
者
が
真
と
偽
の
聞
に
「
真
で
も
偽
で
も
な
い
」
あ
る
い
は
「
九
割
方

真
」
や
「
八
割
方
真
」
等
の
値
を
設
け
る
こ
と
で
多
価
に
よ
る
合
理
的
評

（
凶
）

価
の
基
礎
づ
け
を
試
み
て
き
た
。
重
要
な
点
は
、
日
常
語
や
科
学
用
語
に

関
す
る
か
ぎ
り
こ
う
し
た
中
間
値
の
導
入
が
人
々
の
判
断
を
一
致
に
導
く

可
能
性
を
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
人
々
は
禿
か
否
か
の
線

引
に
合
意
で
き
な
く
て
も
「
禿
と
も
禿
で
な
い
と
も
い
え
な
い
」
状
態
が

あ
る
こ
と
に
合
意
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
は
個
別
の
生
物
種
よ
り
高

次
の
分
類
群
の
分
化
と
関
わ
る
例
だ
が
、
「
晴
乳
類
」
の
外
延
を
め
ぐ
る

論
争
が
カ
モ
ノ
ハ
シ
の
発
見
に
よ
っ
て
現
実
に
生
じ
た
。
し
か
し
胎
生
で

崎
乳
す
る
脊
椎
動
物
と
い
う
従
来
の
「
晴
乳
類
」
の
定
義
と
合
致
し
な
い

カ
モ
ノ
ハ
シ
科
を
新
た
に
崎
乳
類
に
加
え
る
こ
と
で
、
論
争
は
解
決
し
た
。

こ
れ
は
、
従
来
の
「
附
乳
類
」
の
定
義
に
照
ら
し
て
「
カ
モ
ノ
ハ
シ
は
附

乳
類
で
あ
る
」
を
一
O
割
で
は
な
い
が
た
と
え
ば
八
割
方
真
と
す
る
こ
と

で
な
ら
人
々
が
合
意
で
き
た
結
果
と
み
な
し
う
る
。
科
学
の
場
合
、
用
語

の
外
延
の
峻
味
さ
が
実
在
論
と
矛
盾
し
な
い
と
す
れ
ば
理
由
は
こ
こ
に

あ
る
。
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道
徳
で
は
ど
う
か
。
道
徳
の
諸
難
問
が
こ
れ
ま
で
決
し
て
解
決
し
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
一
見
し
て
科
学
と
同
じ
こ
と
は
期
待
で
き
な

い
。
た
と
え
ば
中
絶
が
「
正
で
も
不
正
で
も
な
い
」
こ
と
や
「
八
割
方
不

正
で
あ
る
」
こ
と
に
さ
え
人
々
は
現
実
に
合
意
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
こ
こ
で
も
論
証
責
任
は
、
そ
れ
で
も
あ
え
て
将
来
の
合
意
を
見
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
徳
実
在
論
者
の
側
に
あ
る
。
ま
た
と
く
に
難
問

の
解
決
し
な
い
原
因
が
仮
に
ハ
！
マ
ン
の
い
う
「
道
徳
観
の
基
本
的
な
異

な
り
」
に
あ
る
と
す
る
と
、
中
間
値
の
導
入
は
人
々
の
道
徳
観
が
ど
れ
だ

け
異
な
る
か
を
よ
り
正
確
に
表
現
す
る
だ
け
で
異
な
り
を
解
消
す
る
理
由

を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
や
は
り
、
合
意
形
成
に
は
役
立
た
な
い
だ
ろ

λ
J
o
 

五

経
験
科
学
の
方
法
に
よ
る
価
値
の
解
明
の
可
能
性

169 

ポ
イ
ド
の
論
に
は
さ
ら
に
問
題
が
あ
る
。
ポ
イ
ド
独
自
の
価
値
論
（
前

提
の
［
イ
］
）
が
正
し
い
と
し
て
も
、
道
徳
用
語
の
外
延
が
暖
昧
／
非
決

定
的
に
な
る
（
［
ロ
］
）
こ
と
は
必
然
と
い
え
な
い
。
一
般
に
、
複
数
の
多

様
な
特
徴
に
言
及
し
な
け
れ
ば
語
を
定
義
で
き
な
い
こ
と
は
、
言
及
す
べ

き
特
徴
の
数
や
種
類
に
つ
い
て
合
理
的
判
断
に
基
づ
い
た
線
引
が
不
可
能

で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
反
対
に
ポ
イ
ド
に
は
行
為
を
正

し
い
と
み
な
す
の
に
必
要
な
人
間
的
普
の
数
や
種
類
は
、
人
間
の
医
学

的
・
心
理
学
的
・
社
会
的
構
造
の
実
証
研
究
に
基
づ
い
て
精
確
に
特
定
し

う
る
と
主
張
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
上
の
夫
婦
の
生
の
豊
か
さ

に
と
っ
て
人
生
設
計
の
温
存
や
自
責
の
念
の
回
避
等
で
は
ど
れ
が
よ
り
中

心
的
で
不
可
欠
か
。
こ
れ
を
経
験
科
学
の
方
法
で
解
明
し
、
道
徳
的
に
正

し
い
選
択
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
独
自
の
価
値
論
の
擁
護
だ
け
が

目
的
な
ら
、
ボ
イ
ド
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
に
主
張
で
き
な
い
理
由
は
と
く

に
な
い
。
む
し
ろ
標
準
的
反
論
に
与
す
る
な
ら
こ
う
主
張
す
る
ほ
う
が
態

度
は
一
貫
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
、
論
の
前
提
の
［
ロ
］
と
［
ハ
］
は
否
定
さ
れ
る
。

道
徳
用
語
の
見
か
け
上
の
暖
昧
さ
は
実
証
的
に
払
拭
で
き
、
適
用
範
囲
に

関
す
る
人
々
の
判
断
も
い
つ
か
一
致
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

標
準
的
反
論
と
独
立
の
反
論
は
展
開
で
き
ず
、
ボ
イ
ド
の
結
論
（
［
ホ
］
）

も
．
否
定
さ
れ
る
。

念
の
た
め
付
言
す
れ
ば
、
今
述
べ
た
の
は
、
人
々
の
道
徳
判
断
は
認
識

上
の
不
備
さ
え
排
せ
ば
全
て
一
致
す
る
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
標

準
的
反
論
（
人
々
の
道
徳
判
断
の
不
一
致
は
全
て
認
識
上
の
不
備
が
原
因
で
あ

る
）
の
対
偶
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
標
準
的
反
論
と
同
様
、
弁
護
す

る
に
は
ハ
！
マ
ン
ら
反
実
在
論
者
の
再
批
判
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
場
合
ポ
イ
ド
は
さ
ら
に
多
く
を
い
う
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
人
の

生
の
豊
か
な
状
態
と
そ
う
で
な
い
状
態
が
実
証
的
に
区
別
で
き
る
こ
と
。

ま
た
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
多
様
な
性
質
が
生
を
豊
か
に
す
る
度
合
に
応

じ
て
格
付
で
き
る
こ
と
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
格
付
が
人
々
の
道
徳
判
断
の

一
致
に
導
く
可
能
性
を
あ
る
て
い
ど
具
体
的
に
か
つ
説
得
力
あ
る
仕
方
で

示
す
必
要
が
あ
る
。
た
だ
「
豊
か
な
生
を
基
準
と
す
れ
ば
難
問
は
全
て
解

決
で
き
る
」
と
述
べ
る
だ
け
で
は
相
対
性
か
ら
の
議
論
を
反
駁
す
る
た
め
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